








【研究目的】 

 ヒスチジン(His)血症は、新生児スクリーニングにより非常に高頻度に発見されているが、

知能障害・けいれん・言語障害などの臨床症状の発現率は非常に低いことが報告されてい

る。一方、知能正常でありながら、学習障害や行動異常を示す症例の報告もあり、治療対

象とすべき症例や今後の精密検査、更にスクリーニングの是非についても問題が生じてき

ている。これらの問題点に答えるためには、発見された His 血症児の追跡評価が重要にな

ってくる。そこで、我々は問題検討の一つの資料にすべく、His 血症児の発達評価と行動

評価につき調査検討した。 


